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令和4年度「山・海・島」体験活動指導者養成研修会

集団宿泊活動における具体的な指導について
〜「気づき」から「学び」へ〜

日時：令和4年10月31日（月）
13：00～15：5０

場所：広島県立総合体育館
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〇自己紹介

・広島県立福山少年自然の家に
主査として３年勤務

・平石 雅彦（ひらいし まさひこ）

・中学校 保健体育 教諭として
２４年勤務

・国立江田島青少年交流の家に
次長として勤務（2年目）
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どのように声をかけますか？

3

施設職員による木組み・焚き付けの

安全指導後、児童が指示と全く異な

る方法で着火しようとしていました。

児童にどういう声かけをしますか？
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あなたならどう声をかけますか？
（声かけの内容・具体的な指導方法 等）

A B

C

D

E
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指導者の役割
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ファシリテーターとは？
促進者を意味する言葉である。会議などの進行を司る役割
などもこれに含まれる。

出典: フリー百科事典『ウィキペディア（Wikipedia）』 (2019/10/21 16:14 UTC 版)

教える教師がいて教わる生徒がいるという従来のイメージ
ではなく、「聞き出す力」によって生徒それぞれの意見を平
等に取り上げていき、そのひとつひとつの意見をまとめるこ

とで、教室全体のチームワークを高めていく役割を担うこと
をいう。わかりやすく言えば「先生に言われたことだから、
従おう」ではなく「クラスみんなで話し合って決めたことだ
から、みんなで実践していこう」という雰囲気にしていくの
が、教育ファシリテーターの役割である。

出典：実用日本語表現辞典

教育におけるファシリテーターとは？
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SL理論

S1
指示(多)

支援(少)

S2 指示(多)

支援(多)

指示(少) S3
支援(多)

S4
指示(少)

支援(少)

少 指示型行動 多

成熟 集団の発達レベル 途上

多

支
援
型
行
動

少

指示型
細かく指示

を出す

コーチ型
説明し疑問
に答える

支援型
任せて支援

する

委任型
権限を譲渡
し任せる

SL理論の提唱者は、ポール・ハーシー（Paul Hersey）とケネス・ブランチャード（Kenneth H Blanchard ）

指導者の役割
SITUATIONAL
LEADERSHIP
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指導者の役割

集団の自立
アクティブラーナー化

即効性
リスク管理

指示まち
依存・反発

促進技術（聞き出す話
術等）の習得必要

ファシリテーター(促進者)

・ルール設定・目標設定
・振り返りポイント

S1指示型S2コーチ型S3支援型S4委任型

成熟 集団の発達レベル 途上
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あなたならどう声をかけますか？
（声かけの内容・具体的な指導方法 等）

施設職員が指導された
ことを、実演して、見
せる

施設職員が指導された
ことを再度、指示する

施設職員に指導された
ことを振り返らせなが
ら指示する

なぜ、うまくいかなかった
のかよく考えて、もう1度

チャレンジしてごらん

指示型
細かく指示

を出す
コーチ型
説明し疑問
に答える

支援型
任せて支援

する

委任型
権限を譲渡
し任せる

施設職員の方にどうすれば
いいと言われた？

振り返らせながら、

自分でやらせる
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出典：生徒指導・進路指導研究センター「『語る』『語らせる』『語り合わせる』で変える！キャリア教育」
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出典：生徒指導・進路指導研究センター「『語る』『語らせる』『語り合わせる』で変える！キャリア教育」

：「令和4年度キャリア教育指導者養成研修（第2回）三川俊樹講師資料

大切なことは、日常の生活で子供たちの「気づき」を促し、
主体的に考えさせ、子供たちの行動や意識の変容につなげ
ることを意識して働きかけることです
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体験学習法の実際

13

体験学習（法）とは・・？

経 験 人間が実際に見たり，聞いたり，行ったりすることを広く指す。
（中央教育審議会「次代を担う自立した青少年の育成に向け（答申）平成19年１月用語解説」）

体 験
経験のうち，経験する者の能動性や経験の内容の具体性に着目し
て，能動的な経験や具体的な経験を指す。

（中央教育審議会「次代を担う自立した青少年の育成に向け（答申）平成19年１月用語解説」）

体 験
活 動

体験を通じて何らかの学習が行われることを目的として，体験す
る者に対して意図的・計画的に提供される体験を指す。

（中央教育審議会「次代を担う自立した青少年の育成に向け（答申）平成19年１月用語解説」）

体 験
学 習

体験活動の中で生じる課題などを教材と捉え，さまざまな活動を
行った後に「振り返り」を通して，学習者自らが「気づき」など

を明らかにし，「学び」として深化させながら，日常生活（学

校・家庭）に活かす教育活動を指す。
（出典：冒険教育の理論と実践＜杏林書院＞）
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人間関係づくりプログラム時の約束

実際に体験してみましょう！！

楽しむ

一生懸命

フェア

安全
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人間関係づくりプログラム

一生懸命

フェア

安全

楽しむ
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体 験
「まず，やってみよう！」

振り返り
「何でそうなった？」

(気づきや感じたこと等)

一 般 化
「具体的には？」

（言語・可視化と共有）

目 標 設 定日 常 生 活

＜手法＞ 体験学習法（体験学習サイクル）について

学習者自らが，目標を定めることで，
能動的学習（主体的な学び）となる。

＜Point２＞

◇体験を通して獲得した「気づき」等
を言語化し，仲間と共有することで

「学び」へと深化を図る。
◇「学び」が，次の体験や日常生活
への教材となる。

＜Point１＞

試験適用
「次にどうする？

どう活かす？」

気づき学び

自己決定
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自己決定・気づき・
学びの場面設定

目

標
振返り

活

動

活

動

活

動

活

動

目

標

目

標

目
標

振返り

振返り

振返り

めざす姿
（目的）

現在の姿
（現状・課題）

差＝課題

スモ
ール
ステ
ップ

計画策定までのプロセス

まずは
実態把握

集団のありの
ままの姿を受
け止める
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集団宿泊活動の目標と活動設定

19

グループワーク

【状況】○小学校5年生（2学級） ○実施は7月 2泊3日

A小学校 B小学校 C小学校

各
校
の
主
な
状
況

• 元気がよく、積極的
に活動できる

• 自分の考えをしっか

り表現する雰囲気が
ある

• 自己主張が強い児童

が多い
• 仲間の意見を受け入

れにくい面がある

• 困っている子に対し
声をかけて支援しあ

うことができる

• 柔らかい雰囲気があ
り優しい言動が多い

• 自分の考えを伝える

ことが弱く、発表も
少ない

• 主体性が弱く、指示

を待つことが多い

• 皆でまとまって活動
できる

• 周りへの気遣いがで

きる子が多い
• 声の大きい方に引っ

張られてしまうこと

が多い
• 納得していなくても

周りに合わせてしま

うことが多い

次の状況にある5年生の集団宿泊活動を実施するとします。
今回は、「体験学習法」を取り入れた集団宿泊活動を計画したいと思います。

各グループで①「めざす姿（目的）」、それを踏まえた各活動の②「目標」、

③「活動内容」を考え、ワークシート（模造紙）にまとめ、発表してください。

20

①「めざす姿（目的）」

②「目標」
③「活動内容」

②「目標」
③「活動内容」

②「目標」
③「活動内容」

②「目標」
③「活動内容」

②「目標」
③「活動内容」

②「目標」
③「活動内容」
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「気づき」を「学び」へつなげる
体験活動を仕組むためのポイント

① 児童自らが目標設置を行う（自己決定）

② 対等（フェア）な関係を作るために、また、一人ひとりが当事

者意識を持てるためのルール・課題設定を行う

③ 活動中に得た「気づき」を語り合う、活動後の振り返り時間を

確保する

④ 振り返りで得た「学び」を次に活かせる場面をつくる

⑤ 指導者間で事前に“指導観”の共有を行う

⑥ 指導者が「ファシリテーター」となる
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ご清聴ありがとうございました。

子ども達の成長のために，ともに頑張りましょう！
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